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論 文 内 容 要 旨
本研究は，矯正的歯の移動促進効果における振動刺激の有効性，安全性について検討を行うことを
目的とした。上顎第一小臼歯を抜歯し，上顎前歯を後方へ牽引する症例で，上顎左右犬歯の牽引を必
要とする患者２０名（男性４名，女性１６名，平均年齢２０．１６歳）を被験者とした。
被験者の左右側を無作為に振動群・非振動群と分類し，毎回の来院時に犬歯に振動を付与した。歯
列模型を用いた振動群・非振動群の犬歯の移動量の比較，犬歯牽引による歯根吸収の影響について評
価を行った。
その結果，一か月の犬歯の移動量の平均値は振動群で１．２１mm，非振動群で０．８９mm であり，
振動群の方が有意に大きな移動量を示した。また時間経過と被験者を変量効果としたモデルにおいて，
振動付与と犬歯移動量の間に有意な関係が認められた。振動付与における歯根吸収の影響については
牽引開始時，牽引終了時での振動群・非振動群の間の歯冠歯根比において有意差は認められなかった。
以上の結果から，振動刺激の付与が，歯の移動を促進する手段として臨床応用が可能であることが示
唆された。
審 査 結 果 要 旨
現在の歯列矯正におけるワイヤーやブラケットを用いるエッジワイズ治療は，完了までに数年間を
要する治療であり，その間に口腔内に装着されているブラケットやワイヤーなどにより口腔衛生環境
を悪化させ，ウ蝕や歯周病が発症しやすくなる。また，治療期間の長期化は前述の問題点の他に著し
い歯根吸収などの副作用やそれに伴う歯の痛みなどが加わり，患者にとって精神的負担が大きくなり，
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結果として患者の QOL の低下を招くことがある。そのため，新たな矯正的な歯の移動促進方法を開発
することで動的矯正治療の期間を短縮でき，多くの歯科疾患の偶発を制御することが可能となり，患
者の肉体的・精神的負担ばかりでなく，治療の長期化による来院回数の増加などによる経済的負担を
軽減させることもできる。本研究は，来院間隔ごとに歯科医師が確実に振動刺激を付与することを想
定して，歯の移動促進効果の有効性，安全性について検討を行うことを目的として，振動力の軽減と
振動付与時間の短縮をめざし，新たな使用法及び歯の移動促進効果の有効性と安全性を検証した。
上顎第一小臼歯を抜歯し，上顎前歯を後方へ牽引する症例で，上顎左右犬歯の牽引を必要とする患
者２０名（男性４名，女性１６名，平均年齢２０．１６歳）を被験者とした。被験者の左右側を無作為
に振動群・非振動群と分類し，毎回の来院時に犬歯に振動を付与した。歯列模型を用いて振動群・非
振動群の犬歯の移動量の比較及び犬歯牽引による歯根吸収の影響について評価を行った。その結果，
一か月の犬歯の移動量の平均値は振動群で１．２１mm，非振動群で０．８９mm であり，振動群の方が
有意に大きな移動量を示した。また時間経過と被験者を変量効果としたモデルにおいて，振動付与と
犬歯移動量の間に有意な関係が認められた。振動付与における歯根吸収の影響については牽引開始時，
牽引終了時での振動群・非振動群の間の歯冠歯根比において有意差は認められなかった。
本研究により，エッジワイズ装置などに併用した振動刺激の付与が，歯の移動を促進する手段とし
て臨床応用が可能であることが示めされた。本論文は歯科臨床，とりわけ，歯科矯正学分野において
有用な知見を提供しており，博士（歯学）の学位論文に相応しいと判断する
